














































































教材 使用想定場面 目標 媒体



























































































































学校（仮名） A校 B校 C校 D校 E校 F校 計６校
学習者数 ４６ ４３ ２７ ４１ ３４ ２３ 計２１４名






























































































































２０２０年 １月１８日、１９日 チェンマイ（北部） ４４













































































（３）パターンは、『The Kodansha Kanji Learner’s Dictionary: Revised and Expanded』Jack Halpern, ２０１３,
Kodansha International を参考にして提示した。
（４）近藤武夫・中邑賢龍（東京大学先端科学技術研究センター）とマイクロソフト株式会社の共同研究によ
り開発された書き順付き文字スライドを使用した。入手先は「PowerPoint 活用サイト https://www.
microsoft.com/ja-jp/enable/ppt」を参照。
（５）国際交流基金（２０１１：３９）では、漢字学習の早期から、漢字を見る様々な視点を持ち、学習方法のバリ
エーションを広げることが大切であるとしており、報告者もこの漢字学習観を参考とした。
（６）ページを運営している教師は次のとおりである。アッチャラーポーン ブンクワン、ワンナーポン カノッ
クサブ、ランシダー パームプーンキットワッタナ、ナンナパット ノンターノーク
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